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論 文 内 容 の 要 旨
糖尿病の治療のため，インスリン産生細胞移植が試みられている。しかし近年，その細胞供給源としての幹細胞を用
いて，in vitroでの膵 β細胞への分化誘導が試みられている。そこで本研究は，３次元培養による歯髄幹細胞からの膵
島様組織の分化プロトコールの確立を目的とした。
歯髄幹細胞を，単層培養および３次元培養を用いた段階的プロトコールで膵島分化させた。そして，これらの膵分化
誘導させた歯髄幹細胞について，β細胞マーカー，グルコース刺激インスリン分泌，および PI３K/AKTとWNT経路
の遺伝子発現について比較解析を行い，以下の結果を得た。
１）３次元培養による膵島様組織の再生により，インスリンおよびC-ペプチドのタンパク産生は増加し，膵臓マー
カーの遺伝子発現は増加した。
２）膵島様組織は，グルコース依存性のインスリン分泌が増加した。
３）膵島様組織は，膵分化に関連する PI３K/AKTとWNT経路の遺伝子発現が増加した。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，単層培養による歯髄幹細胞の膵分化プロトコールと比較して，３次元培養を用いた膵分化誘導で再生され
た膵島様組織が，インスリン産生能を中心とした膵臓機能を向上させることを明らかにしている。そのため，今後の糖
尿病治療における効果的な再生医療の応用に新知見を与えるものである。
以上は，歯学に寄与するところが大きく，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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